
基本施策一覧（施策の内容入り）
（2020.8.12時点※今後修正を行います※）

資料1-2

分野 № 基本施策（項目） № 施策 施策の内容

「こども」分野　　　　 1 保育 1
①産後ケアや、子育てに対する不安や悩みの相談、仲間づくりなどの支援を通じた親に寄り添うことの
できる体制の充実

②送迎、一時預かりサービスの充実、病児保育の充実など、子育てをしながら安心して働くことのでき
る環境づくりの推進

③安心、安全な保育環境の中で、様々な人との関わりを得ながら、心身が健康に成長していけるような
支援

④子どもが五感で感じ、本気で遊ぶことのできる環境づくりを推進

⑤地域での公園の清掃管理などを通じた子どもが集まれる場所づくりの促進

2 学校教育 2
①家庭や地域、学校での様々な学習、活動、体験を通して、ふるさと大野を大切に、誇りに思える子に
育てる教育の推進

②自分の夢の実現に向けて、チャレンジする力強さ、突破力を身につけられるような教育の推進

③仲間を大切にし、いじめや不登校がなく、子どもが生き生きと楽しく安心して通える学校づくりの推進

④子どもが意欲を持って学ぶことができる教育の推進

⑤障害を個性として受け入れるユニバーサルな教育の推進

⑥Society5.0社会において必要とされる力を身につけるとともに、新たな価値を生み出せる力を育む教
育の推進と、そのための学校施設の充実

⑦子どもが安心して学校に通え、親が安心して学校に通わせられるためのクラス単位、学校単位、市
単位での情報共有の推進

⑧子どものためを考えた、誰もが学びやすく、生活しやすい清潔で安全、安心な学校環境の整備

3 ２．学校と地域の連携
①地域の方による登下校での見守り活動の推進や放課後子ども教室の内容の充実、地域ならではの
行事への参加など世代間交流の促進を通じたふるさとへの愛着の醸成

②PTA行事や伝統芸能の継承活動、放課後子ども教室など地域の方との交流を通じた地域教育（ふる
さと教育）の推進

③市と高校、地域との連携による高校生の活躍の場の提供を通じた特色ある高校づくり

④中高生の家庭、学校以外での居場所、活躍の場の提供

3 子育て 4
①気軽に使える家事支援や、子育てにかかる負担を軽減する経済支援、子育て情報の発信など、保護
者のニーズに即したサービスの充実

②すべての子どもが幸せになれるため、多胎児の親やひとり親など様々な家庭への子育て支援の充
実

③様々な支えを必要とする子どもへの細やかな対応のため、乳幼児から青年期まで一貫した切れ目の
ない支援体制の整備

④父親やシルバー世代の活躍の場づくりなど積極的に子育てに関われる仕組みづくりの推進

⑤食事の際の家庭での会話を大事にする活動の浸透など、家庭や学校、地域での食育活動の推進

⑥家庭や地域、学校など様々な場所、機会を通じて子どもの自己肯定感を高めていける環境づくりの
推進

⑦家庭でのお手伝いやスポーツ、絵本の読み聞かせといった一緒に取り組める活動の促進など、親子
の会話を増やし、絆を深める取組みの推進

⑧親が子育てについて考え、学ぶことのできる機会づくりの推進

5 ①大野に住みながら様々な働き方や地域での活動ができる環境の整備

②結婚や子育てに対する不安を解消するための取組みの推進

「健幸福祉」分野　　　4 健康・医療 6 １．健康づくり ①運動、社会参加、趣味の会、世代間交流などを通じた健康づくりの推進

②世代に合った健康づくりの推進

③食育の推進などによる生活習慣病の予防

④ストレス対策などによる、こころの健康づくりの推進

⑤特定健康診査や特定保健指導などの推進

⑥高齢者の働く場、生きがいづくり

⑦加齢や疾患による筋力低下、フレイルなどの予防

7 ２．地域医療体制の充実 ①かかりつけ医、かかりつけ薬局といつでもつながる体制づくり

②医師や看護、福祉人材等の確保と、人材不足を補うＩＴの導入促進

③ＩＴ医療の活用や家族の支え、地域の理解などによる遠隔医療、在宅医療の普及促進

5 感染症対策 8 １．感染症等の対策 ①新たな感染症などに早期に対応できる社会づくり

6 地域福祉 9 １．高齢者の生きがい ①隣近所の見守り、移動支援、買い物支援など地域で暮らしていくための仕組みづくり

10 ２．障害者の社会参加 ①相談窓口の充実、拡大など支援体制の強化

②施設やグループホームと地域との交流などを通じた障害者に理解のある地域づくり

③障害者に対する偏見や差別の解消、地域との交流

11 ３．地域共生社会の実現 ①ボランティア団体の育成、ニーズとのマッチング

②民生委員、福祉委員など関係者での情報共有と連携

③一人一人の尊厳を生かした権利擁護

④ひきこもり解消に向けた取組みの強化

⑤他市町との交流、情報交換

7 スポーツ 12 １．スポーツを楽しむ取組みの推進 ①名水マラソンをはじめとするスポーツイベントの充実

②総合型地域スポーツクラブの充実

③誰もがスポーツに親しめる環境づくり

④指導者の確保

⑤スポーツ施設の充実

13 ２．競技力の向上 ①全国大会などで活躍できるアスリートの育成と支援

②指導者の育成

③大野市スポーツ協会、各地区スポーツ協会、各競技団体の活性化支援

14 ３．子どものスポーツ活動の充実 ①学校体育・スポーツ活動の充実

②スポーツ少年団などの育成と支援

「地域経済」分野　　　8 農業 15 １．農業従事者の確保と育成 ①農業従事者と後継者の確保、育成

②新規就農しやすい支援と農業を学べる仕組みづくり

１．安心して子どもを産み、育てる
ための取組み

１．優しく賢くたくましい大野人を
育てるための取組み

１．子どもの成長に合わせた家庭
や地域での取組み

２．若者が希望をもって生活でき
る取組み
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16 ２．農産物の生産振興 ①特産作物の生産拡大と販路拡大の促進

②大野の気候、風土に合った多様な農産物の生産の推進と在来品種の掘り起こし

③環境の変化に対応した品種の開発支援

17 ３．経営体の充実、効率化 ①農業法人や集落営農組織など担い手農業者の育成と経営の大規模化、効率化の促進

②AI、IoTを活用した農業の促進

18 ４．農地の適切な管理 ①農地の維持管理や休耕田の活用と美しい田園風景の保全

②耕作のしやすい農地の基盤整備

③地域ぐるみでの鳥獣害対策の促進

④優良農地の明確化の取組みの促進

19 ５．ブランド化の推進 ①農林水産物、商品、地域資源等のブランド化と販路拡大の推進

9 林業 20 １．林業の担い手の確保と育成 ①若者に林業の魅力を感じてもらう取り組みを通じた後継者の確保

②林業従事者の育成支援

21 ２．山林の適切な管理
①森林環境譲与税の活用や、ドローン等の先進技術の活用による山林のデータ化を促進し、山林の境
界の明確化や山林荒廃の未然防止の取組み推進

②鳥獣害対策の推進

③間伐材の活用促進を通じた山林の適正管理

22 ３．生産能力の向上 ①高性能林業機械の導入支援や林道の適正管理などによる、生産能力の向上支援

②マイタケ、オウレン、ワサビなど特用林産物の生産振興と従事者の確保、販路拡大を支援

10 商工業 23 ①市街地の空き家、空き店舗の活用と、新規創業者を増やす取組みの推進

②後継者の確保、育成支援

③商店が有する商品づくりの職人技の保護、伝承、育成

24 ①大野でしか買えないもの、大野ならではの食べ物の提供促進

②高付加価値の商品やサービスの提供、「おもてなし」の向上によるリピーターの獲得

③飲食店での地元農林産物の活用

④創意工夫による地元消費の促進支援

25 ３．社会の変化に対応した取組み ①キャッシュレス決済の普及をはじめとするAI、IoTなどの活用支援

②ふるさと納税制度を活用した魅力の発信

11 働く環境の整備 26 １．労働環境の向上 ①誰もが働きやすい職場環境づくりによる地元定着の促進

②雇用延長の促進

③働き方改革への対応

27 ２．企業の魅力向上 ①高付加価値製品など、企業の主力となる製品の開発、製造支援

②大野の風土、強みを生かした新たな産業の育成

③企業の紹介ＰＲ動画の作成などを通じた新たな顧客獲得や従業員の確保支援

28 ３．社会の変化に対応した取組み ①ＡＩ、IoTなど先端技術の活用の推進

29 ４．雇用の場の創出 ①産業団地への企業誘致の推進

②起業の促進

12 観光 30 ①観光資源の磨き上げと新たな掘り起こしの取組みの推進

②グリーンツーリズム、エコツーリズムなど大野の自然環境や文化を生かした観光の推進

③市民を巻き込んだ取組みの推進

31 ２．満足度の高い観光の推進 ①「おもてなし」の向上によるリピーターの確保

②特産品、名物が食べられる店舗、機会の充実

③滞在時間を延ばすための取組みの推進

④新たな土産品の開発と販路拡大の支援

32 ３．広域観光の推進 ①近隣自治体と連携した周遊滞在型観光の促進

②インバウンド対応の強化

33 ４．誘客の推進 ①戦略的な情報発信

②旅行会社との商談、出向宣伝

③広域観光団体でのプロモーションの推進

④市民による情報発信の促進

「くらし環境」分野　　13 廃棄物対策 34 １．ごみの削減 ①ごみの減量に向けた取り組みの促進

②脱プラスチックの促進

③ごみ袋の有料化

35 ２．リサイクルの推進 ①紙ごみリサイクル促進

14 環境保全 36 １．脱炭素社会の推進 ①エコライフ、エコドライブなどによる地球温暖化ガスの削減

②再生可能エネルギーの促進

37 ２．環境教育の推進 ①体験的な環境教育、啓発の推進

②河川清掃など環境美化活動の促進

③光害対策の推進

38
３．環境変化に対応した生活の見
直し

①地球温暖化などの気候変動に対応した生活様式への移行

39 ４．不適切処理の防止 ①監視やパトロールなど不法投棄を許さない体制の強化

40 ５．河川や地下水の水質保全 ①公共下水道の整備と加入促進

②農業集落排水の適正な維持管理

③合併処理浄化槽の整備と適正な維持管理の促進

④河川や地下水などの水質検査の実施

15 水循環 41 １．流域マネジメントの推進 ①流域連携の推進

②森林、河川等、農地の貯留・涵養機能の維持及び向上

③水の適正かつ有効な利用の促進

42 ①水循環に関する普及啓発の推進

②市民等が行う水循環に関する取組への支援

③水文化の保全と創造

43 ①水防災意識社会の再構築と流域治水の推進

②気候変動が水循環に与える影響への対応

③安心安全な水の供給および地下水汚染等への対応

16 生活基盤 44 １．持続可能な街並み形成 ①コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりの推進

②まちなかの景観保全と形成

③更新に合わせた多面的な機能を有する

45 ２．住宅環境の整備 ①高齢者に対応する住宅の整備

２．水循環に関わる人材の育成と
水文化の継承

３．災害や気候変動、地下水障害
への対応

１．商業、サービス業従事者を増
やす取り組み

２．店舗、中心市街地の魅力向上

１．観光資源の磨き上げ、掘り起
こし
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②公的賃貸住宅の長寿命化

③市街地への居住推進

46 ３．治山・治水 ①河川改修事業、治山・砂防事業の推進

②間伐施策の推進

47 ４．消防基盤の整備 ①行政組織の改編による災害対応力の強化

②消防施設・設備の充実

48 ５．水道基盤の維持 ①人口減少社会に対応した施設の維持

②公共下水道への加入促進

③災害に強い施設の整備

17 道路 49 １．幹線道路等の整備 ①中部縦貫自動車道大野油坂道路の整備促進

②国道158号境寺・計石バイパスの整備促進

③国道476号の整備促進

④一般県道など主要地方道の整備促進

50 ①維持管理や長寿命化の推進

②通学路の安全確保

③災害を想定した道路空間の創出

④除雪オペレーターの人材確保の支援などによる除雪体制の維持

51 ①自転車走行空間の利活用

②楽しみながら歩ける道路空間の創出

18 公共交通 52 １．公共交通の維持 ①JR越美北線の利用促進

②バス運行の確保、維持

③運転手などの人材確保の支援

53 ２．新たな時代の交通 ①二次交通の確立

②人口減少社会に対応した地域交通の確立

「地域づくり」分野　 19 拠点づくり 54 １．次世代の公民館運営 ①住民が気軽に集える場づくり

②働く世代や子育て世代も集える運営方式

③公民館運営への住民参画

④地域団体などの見直し

20 人づくり 55 １．地域を担う人材の確保 ①次世代のリーダーや地域づくりの核となる人材の育成

②若者の主体的な活動の支援

③地域づくり講座などの充実

④市政への関心の向上

⑤男女共同参画社会の推進

⑥人権尊重社会の実現

⑦高校、大学、企業などの活用

⑧ボランティア人材の養成支援

21 支え合い・交流 56 ２．地域での支え合い ①地域でこどもを育てる体制づくり

②子育て世代同士の交流の場づくり

③地域で高齢者などを見守る体制づくり

④「結」を体験できる機会の創出

57 ３．交流の促進 ①世代間交流の促進

②地域内、地域間の交流の促進

③近隣や県外の市町村との交流の促進

④市民協働の促進

22 消防・防災・防犯 58 １．犯罪・事故の防止 ①防犯対策の推進

②「結」による交通安全の推進

③予防救急を含めた普通救命講習の推進

59 ２．防災・消防基盤の整備 ①消防団と自主防災組織との連携強化

②地域防災力の強化と備えの充実

③ハザードマップの促進

④感染症対策の実施

⑤社会情勢の変化に即した消防体制の整備

23 文化芸術 60 １．文化芸術の継承 ①文化芸術を継承する人材の育成と活動の支援

②若年層が文化芸術に触れる機会の創出

③文化芸術に関する教育機会の拡充と指導者の確保

④地域での伝統文化の保存と継承

61 ２．文化芸術と触れる場 ①市民が気軽に文化芸術に触れることのできる機会の創出

②文化講座などの開催

③文化施設の整備と活用

62 ３．遺産の保護と活用 ①文化遺産の発掘・調査・保存・活用

②自然遺産の発掘・調査・保存・活用

63 ４．情報発信 ①特色ある歴史や文化の発信

24 移住定住 64 １．空き地、空き家の利活用 ①優良な空き地、空き家の確保

②利活用促進の支援の充実

③移住希望者への情報発信の強化

④空き家・空き地の適正な管理

65 ２．地域での受け入れ ①自治会や地区の特色を生かした受け入れ環境の整備

②特色を生かした移住希望者への情報発信

66 ３．新たな観点での取り組み ①新しい生活様式に合わせた情報通信の整備などによる生活環境の整備

②新しい生活様式を踏まえた企業誘致やサテライトオフィスの拡充による雇用の場の創出

③プチ移住の展開

④子育て世代に向けたＳＮＳなどによる情報発信

⑤周辺市町との連携による広域的な移住定住施策の展開

「行政経営」分野　　 25 市民サービス向上 67 １．手続きのオンライン化推進 ①電子申請の拡充

②公金のキャッシュレス決済の促進・拡充

68 ２．「待たない」窓口サービス ①窓口受付予約

②届出等の作成支援（何枚も同じことを書かない）

③届出等の電子化

２．雪や災害に強い生活道路の
維持

３．健康、脱炭素などに向けた新
たな活用
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分野 № 基本施策（項目） № 施策 施策の内容

④窓口専用タブレット端末の設置

69 ３．公共施設のサービス向上 ①時代に即した指定管理者制度

②公共施設の再編や長寿命化

26 協働と連携 70 １．市民や企業等との協働 ①市民活動への支援

②市民協働事業の実施

③市民協働指針の改訂

④企業等との連携協定による取組み推進

71 ２．広域自治体間連携 ①ふくい嶺北連携中枢都市圏ビジョンの推進

②大野・勝山地区広域行政事務の推進

③他自治体との災害時相互応援体制推進

72 ３．第三セクター等の機能見直し ①平成大野屋

②昇竜

③越前おおの農林樂舎

④大野市公共施設等管理公社

27 情報共有 73 １．市政情報の見える化 ①重要事業や計画等の情報開示

②会議等の内容の公開

③情報公開等の利便性向上

④行政評価の見える化（再掲）

⑤財政状況の見える化（再掲）

74 ①必要な情報へのアクセス性向上

②SNS等による情報発信

28 行政改革 75 １．組織力・職員力の向上 ①定員適正化計画に基づく職員数の最適化

②他自治体との災害時相互応援体制推進（再掲）

③市役所のＢＣＰ（業務継続計画）策定

④内部統制制度の導入

⑤環境負荷に対する意識の徹底

⑥横断的な連携強化

⑦働きやすい、風通しの良い職場環境づくり

⑧専門的知識を有する人材の育成と女性の活躍推進

⑨ワークライフバランスの実現

76 ２．次世代を見据えたシゴト改革 ①テレワーク、電子化の推進

②新たな高度情報システムの活用

③内部情報系システムの統合（人事・文書・財務）

④リモート会議や動画配信の活用

77 ３．公共施設の最適化 ①公共施設再編計画の推進

②公共施設跡地等の有効活用、遊休資産の売却

③光熱水費の削減

④適正な修繕の実施

⑤公立学校の管理運営の包括的委託

⑥指定管理者制度の拡充（再掲）

78 ①行政評価の見える化

②業務改善に係る提案の活性化

29 財政運営 79 １．選択と構築による予算編成 ①行政評価を踏まえた事業見直し

②公共施設再編計画の推進（再掲）

③中長期計画を踏まえた事業の実施

80 ２．持続可能な財政運営 ①財政状況の見える化

②公営企業等の健全経営

③財政調整基金の残高確保

④市債発行額の抑制

81 ３．財源の確保と開拓 ①市税等の未収金対策

②税外債権の未収金対策

③資産売却収入額の増

④広告収入額の増

⑤ふるさと納税の取組み推進

⑥クラウドファンディングの取組み推進

２．ホームページや広報紙の利便
性向上

４．PDCAサイクルの推進と業務
改善の取り組み


